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　　　（11月1日、現在）

．男　26，038人　83人増

　女　28．937人　70人増

　計　54，975人　153人増

世帯数
　　　15，885　　　　　55増

転学ひゆうが

ヤ

9
「
、

蜜
♪
、
鳳

‘
炉

…
：
…
：
：
と
じ
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保
存
し
ま
し
ょ
う

冬
の
便
り

　
ま
ち
の
中
央
を
流
れ
る
塩
見
川
に
、

今
年
も
遠
い
北
国
か
ら
冬
の
旧
り
を
も

っ
て
ヵ
モ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
〃
カ
モ
の
浮
寝
〃
姿
は
ま
ち
ゆ
く
人

々
に
自
然
の
う
る
お
い
を
あ
た
え
、
短

い
南
国
の
冬
に
あ
ら
た
な
風
清
を
そ
え

て
い
ま
す
．
、

　
日
向
市
民
憲
章

　、

�
w
ロ
の
時
間
を
配
し
一
守
り

・
ま
レ
響
．
　
f
フ

】、

�
､
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し

↓
ま
p
）
よ
」
フ

【、

ｳ
養
を
高
め
ひ
ろ
（
人
材
を

育
て
ま
し
、
．
ご
フ

「、

ﾏ
極
進
取
の
意
気
を
も
つ
て

働
き
ま
し
、
小
・
フ

（♂鳳258）昭和51年11月21日

発行所　日向市役所　　編集　　総務課秘書広報係

　昭和51年

11月号



2広報ひゆうが昭和51年11月号

こ
ん
な
図
書
館
が
で
き
ま
す

㌦
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昭
和
五
十
二
年
三
月

親翁節禰鑓顧罰i『殉国錨恥齢

完
成
予
定

療
撫
唖
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聾鷹艶』醐醐
・
籠
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市
て
は
、
去
る
十
月
二
十
九
日
に
招

集
さ
れ
ま
し
た
市
議
会
（
臨
時
会
）
に

工
事
請
負
契
約
関
係
の
議
案
二
件
と
、

日
向
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
（
選
挙
事
務
従
事
者
の
手
当
の
改
正
）

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
提
案
い
た

し
ま
し
た

　
そ
の
結
果
、
一
．
．
乙
案
と
も
原
案
の
と

お
・
，
承
認
、
可
決
善
、
、
れ
ま
し
セ

　
ム
圖
は
、
r
事
・
祀
負
契
約
の
継
暫
と

し
て
提
案
、
可
決
き
れ
た
日
向
市
立
図

階平面図2
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書
館
に
つ
い
て
こ
招
介
し
ま
し
・
勝
う

　
建
設
場
所
は
、
現
在
、
職
員
の
町
中

場
に
利
用
し
て
い
ま
す
市
庁
舎
北
側
の

広
場
東
側
半
分
て
す
．

　
討
画
に
よ
り
ま
す
と
、
建
物
は
引
馬

コ
ン
ヶ
り
ー
ト
造
り
で
二
階
建
て
、
延

へ
面
積
五
五
七
、
↓
平
方
メ
ー
ト
ル
、
呪

事
費
四
千
八
百
．
．
．
↑
八
万
円
で
、
昭
和

五
十
二
年
ご
．
月
三
十
一
日
の
予
定
と
へ
、

r
て
お
、
ル
ニ
す

　
一
陪
は
、
写
一
髄
窒
隔
、
窪
野
毎
、

機
械
宰
が
設
け
ら
れ
、
一
．
階
調
、
第
「

学
習
室
、
第
．
一
閲
覧
室
、
史
料
室
、
資

料
室
、
親
子
閲
覧
室
と
そ
れ
ぞ
れ
設
サ

ら
れ
、
市
民
の
か
だ
が
た
に
、
快
適
な

環
境
て
学
習
、
読
習
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
争
館
冷
暖
房
を
没
備
し
て
あ

う
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ま
重
ト
て
ニ
ー
．
八
入
分
の
い

す
し
が
な
か
っ
た
閲
覧
室
も
、
一
階
が

四
十
人
、
二
階
が
七
十
人
の
合
溺
百
十

尺
∂
か
た
か
た
を
収
容
て
｝
、
9
よ
う
こ

（、

�
A
こ
れ
ま
て
、
脇
も
の
ヒ
り
厘
去
と

、
し
お
」
婁
U
の
こ
転
啄
り
渉
h
一
3
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甲斐潮

　
昭
和
五
十
一
年
度
（
第
九
回
）
の
日

向
市
文
化
功
労
者
に
市
内
中
原
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
の
甲
斐
勝
き

ん
（
四
十
三
）
が
学
術
、
芸
術
両
部
門
に

わ
た
る
功
績
で
選
ば
れ
ま
し
た

　
甲
斐
さ
ん
は
、
昭
和
七
年
十
二
月
十

六
日
延
岡
市
に
生
ま
れ
、
三
十
年
三
月

中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
て
毎
日
新

聞
社
に
入
社
後
、
新
聞
記
者
と
し
て
盾

躍
さ
れ
、
三
十
四
年
四
月
、
日
同
市
役

所
に
奉
職
し
て
、
現
在
に
い
た
っ
て
お

う
ま
す
．

　
こ
の
文
化
功
労
者
は
学
術
、
芸
術
、

技
術
、
体
育
、
そ
の
他
の
五
部
門
を
対

象
に
選
定
さ
れ
る
も
の
て
、
今
回
は
、

学
術
、
芸
術
部
門
に
ま
た
が
る
功
労
者

と
し
て
甲
斐
さ
ん
が
選
ば
れ
、
十
一
月

三
日
の
文
化
の
日
に
、
市
長
室
で
そ
の

授
賞
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
甲
斐
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
郷
土
史

と
し
て
、
　
「
日
払
屋
城
物
語
」
、
　
「
日

向
市
の
歴
史
」
を
は
し
め
、
川
島
英
夫

（写真は甲斐勝さん夫妻）
「

の
ヘ
ノ
ト
ー
ム
て
、
「
、
嬰
っ
っ
し
」
な

こ
数
多
く
の
作
品
を
出
版
し
て
わ
ら
れ

ま
す
　
中
で
も
、
日
向
市
を
舞
台
に
し

た
小
説
「
小
さ
な
長
い
夏
」
で
は
、
第

二
回
九
用
沖
縄
芸
術
祭
文
学
賞
地
区
優

秀
賞
を
受
け
て
い
ま
す

　
ま
た
、
昭
和
三
十
四
以
来
、
算
入
誌

「
九
用
人
」
、
　
「
朱
笛
」
の
同
人
と
し

て
創
作
盾
動
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
と
く
に
、
本
年
四
月
自
費
出
版
き
れ

た
「
天
領
と
日
向
市
」
は
、
天
領
地
と

し
て
の
歩
み
を
た
ど
っ
た
日
向
市
の
お

い
た
ち
が
、
詳
細
な
資
料
と
、
推
理
力

あ
ふ
れ
た
タ
．
チ
て
掃
か
れ
、
わ
く
探

、
臼
勾
与
∂
兎
実
研
七
葺
、
ニ
ノ
て
平
価

さ
君
て
h
ま
す

　
こ
う
い
つ
た
、
郷
土
の
歴
史
、
先
人

た
ち
の
足
跡
な
と
を
現
代
の
ひ
と
び
と

二
紹
介
し
、
ま
た
、
つ
き
の
時
代
の
マ
、
し

と
び
と
に
引
き
継
く
と
い
う
作
業
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
日
向
市
文

化
協
会
機
関
誌
「
ロ
ワ
ー
ル
」
の
発
刊

を
た
す
け
、
当
市
の
学
術
、
芸
術
に
大

峯
、
・
く
貢
献
す
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
て
す
。

議論
鱗
M膠
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〆
、

」

空
地
の
管
理
は
？

柏
田
利
彦
氏
に

藍
綬
褒
章

　
市
内
江
良
市
の
柏
田
利
彦
き
ん

（
六
十
二
）
が
、
市
政
発
展
に
貢

献
、
ま
た
工
場
誘
致
運
動
、
教
育

施
設
の
整
備
拡
充
な
ど
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
と
い
う

功
績
に
よ
り
、
藍
綬
褒
章
を
受
章

い
た
し
ま
し
た
、

　
柏
田
さ
ん
は
、
今
日
ま
て
市
議

会
議
員
を
連
続
七
期
つ
と
め
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
民
生
委
員
推
せ
ん

会
委
員
、
日
知
屋
小
、
富
島
中
の

P
T
A
会
長
な
ど
も
き
れ
ま
し
た

ノ

　
昭
和
四
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
、

茜
鞘
鐸
擁
螺

線
鶴
恥
麹
襲
駿
蔓

了
誉
ギ
最
近
甕
の
中
裂

　雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
空
地
が
数
多
く
へ

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
衛
生
ψ

害
虫
等
が
最
も
好
む
越
冬
の
巣
と
も
襲

嘉
ね
・
せ
ん
・
、
・
れ
か
・
先
の
時
》

期
に
発
生
す
る
火
災
の
要
因
と
な
る
こ
凶

と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
　
　
　
　
～

　
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
空
地
を
所
有
し
｛

ま
た
は
占
有
、
管
理
を
し
て
い
る
か
た
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
で
き
る
だ
け
早
く
除
草
す
る
か
、
そ
〆

の
他
の
方
法
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
を
ハ

し
て
く
だ
さ
い
。
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ク
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ム
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こ
ん
ど
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人
は
：
：
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
年
　
令

今
度
の
二
つ
の
選
挙
で
投
票
で
・
’
．
－
る

人
は
、
昭
和
三
十
↓
年
十
二
月
六
日
ま

で
に
生
れ
た
人
で
す
，

燈　　　
険

巾欠一、’
内届i・珂住

にを月所
住ナ之要
滅まで1牛
く・井　1響　．↓
、　　こ　 ‘ワ　・、

，、　、　、　 、

る以lli昭

人来氏和
で引基五
すき本十
－　命fr　一Lへ

　祝口→　き帳年
　日にへ
　向転弓

住

所

戸、蓼ノ
は
っ
き
り
し
な
い
人
は

一筆は

管’「
溶き1二

屠りが
貞し二
会な票
事いて
彙類
　、げ〉

軽震

二選’

卜階
ふ　 ＿

．、 ﾅ

選挙人名簿をよく確かめて
　　　（市役所2階、市選挙管理委員会で確かめられます）

二階繕：1

瞳鞍籔1

●

選
挙
ノ
＼
如
ρ
．
簿
を
た
㌧
へ
∴
て

よ
く
き
い
て
…
－
・

1ヨ鞠魍
立候補潅

○

昭和51年11月号5 広報ひゆうが

い政治あなた
忍議慧ﾃ届
藻

　
　
　
　
　
μ

　
乞
　
諮

こ
れ
は
違
反
で
は

　
　
　
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
ー
ビ
ラ
の
配
り
か
た
1

　
今
回
の
選
挙
か
ら
候
補
者
は
、
選
挙

運
動
期
間
中
、
一
定
の
制
限
内
で
選
挙

用
の
ビ
ラ
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　
に
な
り
ま
し
た
．
．
こ
の
ビ
ラ
を
配
る
方

法
は
法
律
で
次
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

　
一
、
新
聞
折
込
み
に
よ
る
方
法

　
二
、
選
挙
事
務
所
に
お
い
て
お
｝
．
・
、
訪

　
れ
た
人
に
配
る
方
法

　
三
、
立
会
演
説
会
の
会
場
の
人
口
で
配

ん
　
る
方
法

　
四
、
個
人
演
説
会
の
会
場
内
で
配
る
方

．
法

　
五
、
街
頭
演
説
の
場
所
で
配
る
方
法

　
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
と
く
に
こ

　
の
う
ち
、
　
一
の
方
法
は
、
新
聞
に
特
定

国民全体のもの

い

一
　　　　＿一　　　　　　　一．〆「……　～

恐幽
よ
勲

参
議
院
議
員

　
　
　
補
欠
選
挙
は

　
　
　
1
2
月
1
2
日

肱っ4が㌧て｝ら∴

これ：で体育た1なひ・一

講

蓑
権ノ

β（う冒ノ・

御主

田　　物価にも
　　税にもひびく　この一票

搬鑛継
『
‘
　
‘

8

蕗冤

［“（乗

、2

6

政町、》台6ノ

／
、

％
些

‘

・

、
の
露

の
候
補
者
の
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
が
折
込

ま
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
新

聞
が
そ
の
候
補
者
、
あ
る
い
は
そ
4
2
需
，

属
政
党
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

腿
罷
染
徽
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1鷺黙講灘
辱嚢
　　惣：1

融繕日毎孟　’㍗

蓑　蜜膿．

硬羅灘
　　蝉♂”ボ
誉’ @　　喋き膨・・

まだまだ走れますよ！

秋晴れのすばらしい天気に恵まれた、お倉ケ浜運動公園で

　は、第一回老入スポーツ大会が開かれました。　この日

　　は、朝早くから家族ぐるみで参加したおとしよりをは

　　　じめ約1000人のひとびとでにぎわいました。5

　　　　0メートル競争では、足のもつれるのも忘れてゴ

ミ＼一汗熟芦者・鰍一気が・

工業港に銀河丸入港

「酬�
ﾒ
潔

麟
・

　市内塩見地区に古くから伝えられている臼太鼓踊りが、

地元の青年たちの熱意と、先輩の指導によって復活しま

した。この踊りは、昭和36年から果断されていたも

のですが、地元の人たちの努力によって部落の行事

としては26年ぶりにひろうきれたものです。

ノ繍燃聯㌶雛灘
　　　を出港、日本海を南下して奄美大島を折り返し神戸

　　港に帰る途中に寄ったものです。この船には東京・神

　戸口商船大学3年生たち180人が乗りくんでおり、工

業港には27日の朝まで停泊しました．

昭和51年11月号

酬ヒ
鰯批

継三皇
鳳
錬
甑
壷
霧

　　

@
簸

澱搬し織豊灘輪郭そテ＼
われました。除幕式には、牧水をしのぶ人たち

約150人が出席し、除幕のあと牧水がこよなく

愛した酒が、坪谷中学校の生徒の手で注がれまし
た。この歌碑は高さ1．5，η、横3，5〃2、厚さ78‘〃

重き8トンの日向市内で採れた自然石です。　一

■

州
　
－
軋

　
　
｝

　
　
　
　
、、
式

26年ぶりの臼太鼓踊り

日向市駅に牧水歌碑

小
論
噛楓．

　幣

戸
籍
謄
本
の
請
求
に
は

「
使
用
目
的
」
を
明
ら
か
に

　
十
二
月
一
日
か
ら
戸
籍
・
除
籍
の
謄

本
、
抄
本
等
の
交
付
請
求
の
手
続
き
が

改
正
き
れ
ま
す
，
改
正
の
理
由
は
、
．
目

　
籍
を
不
当
に
利
用
し
て
、
国
民
の
フ

ラ
で
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
．

　
今
後
、
他
人
の
戸
籍
や
除
籍
の
騰
本

抄
本
等
を
請
求
す
る
と
｝
、
・
は
、
　
「
請
来

の
理
由
」
つ
ま
り
何
の
目
的
に
使
用
す

る
か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
も
し
、
そ
の
請
求
が
不
当

な
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
含
は
、

請
求
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
戸
籍
の
閲
覧
は
で
｝
・
・
な
く

な
り
ま
す
．
．

　
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
も

「
請
求
の
事
由
」
を
書
き
、
手
数
料
は

必
ず
現
金
書
留
か
、
郵
便
局
の
定
額
小

為
替
で
納
め
て
く
ゼ
さ
い
。

　
と
く
に
、
本
人
と
い
つ
わ
ボ
．
た
㌧
、

う
そ
の
事
由
を
示
し
て
、
戸
篭
の
謄
本

の
交
付
を
受
け
た
と
》
、
－
は
、
過
料
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

も

ワ

O
二：《

易
　
、

●

O
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〃
女
馬
子
唄
〃

女
馬
子
唄
　
朝
も
や
ぬ
う
’
、

行
く
よ
　
　
涼
し
い
夏
の
原

勇
む
栗
毛
に
　
一
む
ち
あ
て
て

娘
唄
え
ば
　
露
が
散
る

》
つ

多郎愁ナこナごよ

「女馬子唄．」

一
故黒木寛作詩、作曲
一

鈴
も
小
唄
も
　
み
す
カ
に
な
・
り
’
、

や
が
一
、
　
木
が
く
れ
　
草
隠
れ

関
所
こ
え
瞬
ぎ
、
～

　
　
　
　
馬
屋
が
見
え
る

も
ど
り
み
や
げ
に
紅
ほ
し
や

　
大
正
時
代
に
数
多
く
の
歌
を
作
詞
作

曲
し
、
楽
器
の
考
案
な
ど
を
し
た
、
日

向
市
出
身
の
音
楽
家
、
故
黒
木
寛
の
顕

彰
碑
が
、
寺
迫
小
学
校
創
立
百
周
年
記

念
を
き
っ
か
け
に
建
設
き
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．
．

　
故
黒
木
寛
は
、
明
治
十
三
年
十
二
月

八
日
、
市
内
美
万
、
津
町
高
松
に
生
ま
れ

明
治
三
十
六
年
宮
崎
師
範
学
校
を
卒
業

し
た
が
、
在
学
中
の
音
楽
的
才
能
が
認

め
ら
れ
、
県
か
ら
の
奨
学
金
を
受
け
東

京
音
楽
学
院
（
現
在
の
東
京
芸
術
大

学
）
に
進
み
、
音
楽
の
道
ひ
と
す
じ
に

歩
い
て
㍉
、
ま
し
た
。
そ
の
後
、
母
校
の

宮
崎
師
範
学
校
な
ど
の
教
職
生
活
を
約

十
年
ほ
ど
お
く
っ
て
い
ま
し
た
，

　
大
正
八
年
ご
ろ
に
は
、
実
用
新
案
の

持
許
に
も
な
っ
た
　
「
七
色
鍵
盤
」
　
や

「
滋
藤
楽
譜
」
な
ど
を
考
案
す
る
ほ

か
、
作
詞
や
作
曲
に
励
ま
れ
、
今
日
で

も
音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
黒
木
寛
の

あ
り
し
日
の
姿
が
し
の
ば
れ
て
い
ま
す

　
そ
の
中
で
も
と
く
に
、
郷
里
の
ひ
と

び
と
の
心
に
き
胡
・
・
ま
れ
今
日
ま
で
口
ず

さ
ま
れ
て
｝
、
－
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
．

i
－
・
！
一
、
馬
を
ひ
い
て
山
道
を
行
㌧
・
・

来
す
る
馬
子
姿
の
娘
を
、
里
の
香
を
た

だ
よ
わ
せ
る
郷
愁
と
そ
ぼ
く
さ
で
う
た

い
あ
げ
た
「
女
馬
千
唄
」
が
そ
れ
ど
’
．

た
の
で
す
．
．

　
こ
の
歌
は
、
黒
木
寛
が
大
正
十
五
年

三
月
，
二
十
二
日
、
四
十
七
歳
の
若
さ
で

こ
の
世
を
去
る
四
年
前
、
胸
の
病
気
で

療
養
中
に
郷
里
の
庭
田
峠
（
通
称
）
で

朝
も
や
を
つ
い
て
馬
を
ひ
い
た
幼
い
こ

ろ
を
想
い
う
か
べ
な
が
ら
作
詞
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
女
馬
子
唄
」
は
、
戦
前
、
地
域
の

人
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
各
地
で

愛
唱
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
い
一
．
た
郷

土
の
生
ん
だ
音
楽
家
の
偉
業
を
顕
彰
し

作
ら
れ
た
歌
を
後
世
に
継
承
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
顕
彰
碑
の
建
設

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
　
こ
の
碑
は
、

「、

浴
D
馬
子
唄
」
に
ち
な
ん
で
、
作
詞
を

し
た
と
い
わ
れ
る
庭
田
峠
（
窮
迫
小
か

ら
約
ニ
キ
ロ
）
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
大
正
時
代
の
愛
ら
し
い
女
馬
子

の
姿
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

産
業
展
・
消
費
生
活
展
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
市
で
は
市
制
施
行
二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、
産
業
展
及
び
第
九
回
の
消
費

生
活
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
産
業
展
は
市
内
の
商
工
業
製
品
、
農

産
物
、
水
産
物
な
ど
を
展
示
即
売
す
る

も
の
で
す
．
、
ま
た
、
消
費
生
活
展
は
生

活
コ
ー
ナ
ー
、
資
源
を
大
切
に
す
る
コ

！
み
1
等
を
設
け
生
活
に
密
着
し
た
問

題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
会
場
は
、
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で

十
二
月
十
八
日
目
ら
二
十
日
目
で
開
催

き
れ
ま
す
．
．

～一一一一一

・
　
」
，
（
乱
　
　
k
，
【
　
～
（
（
一
　
（

ふ
る
さ
と
の
…
薦

お
寿
▼
め
ぐ
り
▼

幸
福
寺

　
こ
の
お
寺
は
、
大
字
平
岩
の
本
村
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
文
禄
四
年
（
千

五
百
九
十
五
年
）
に
、
当
地
の
地
頭
を

し
て
い
た
松
葉
源
之
亟
川
守
が
曹
洞
宗

に
帰
依
し
、
棟
岩
謹
呈
和
尚
と
な
り
建

立
し
た
も
の
で
す
，

　
一
説
に
よ
り
ま
す
と
、
文
禄
時
代
、

当
地
域
一
帯
が
疫
病
や
飢
饅
に
お
か
き

れ
た
た
め
、
地
頭
松
葉
源
之
蛍
景
守
は

な
ん
と
か
し
て
そ
の
災
難
か
ら
人
々
を

鞠
楚

網

縄

沖肩三　　（u）

一～母野
　　　　　’セー蕾叫一

守
り
、
地
域
の
繁
栄
を
も
た
ら
そ
う
と

欄
宗
に
入
門
し
、
曹
洞
宗
通
幻
派
の
門

人
と
な
．
．
ぐ
」
開
芒
た
3
。
の
ン
伝
え
2

れ
、
．
“
、
の
名
も
宝
来
睾
福
寺
》
．
称
」

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
し
た
が
っ
て
、
今
で
も
無
病
息
災
、
却

家
内
安
全
を
祈
願
す
る
お
寺
と
し
て
人
ヂ

鶴
織
慣
熟

と
推
定
さ
れ
る
夫
婦
蘇
鉄
の
銘
木
が
生
唖

暫
し
て
い
ま
す
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
炉

雲
縫
縫
縁
群
頚
濃

復
興
さ
れ
倉
・
第
＋
袋
塗
洋
～

職
繕
響
蘭
去
に
～

わ
き
お
1
1
ち
、
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
賑
わ
や

裕
卿
纏
醐
護
ザ
蝦

て
い
ま
す
一

　
ま
た
、
座
繹
も
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
　
へ

難
藍
鋤
轄
鞍
鳥

じ
て
つ
・
こ
り
れ
て
い
士
、
す
　
　
　
　
　
ぐ

，
：
：
一
－
－
ー
ー
f
一
二
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成
人
式
典
の

参
加
詳
し
込
み
を
ど
う
ぞ

　
市
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
新
し

く
二
十
歳
を
迎
え
る
青
年
を
祝
い
励
ま

す
「
成
人
式
典
」
を
行
い
ま
す
。

　
式
典
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
氏
名

住
所
（
詳
し
く
）
、
生
年
月
日
、
勤
務

先
、
世
帯
主
名
を
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
勤
労
主
目
少
年
ホ
ー
ム
内
、
曾

②
二
一
一
一
内
線
四
三
六
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
．

　
申
し
込
み
さ
れ
た
か
た
に
は
、
後
日

は
が
き
で
案
内
状
を
差
し
あ
げ
ま
す
，

　
な
お
、
申
し
込
み
は
、
十
二
月
十
五

日
〔
水
）
で
締
め
切
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
の

結
婚
相
談
所
開
設

　
日
向
市
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
は
、
こ
の
た
び
身
障
者
の
か
た
た
ち

の
た
め
に
結
婚
相
談
所
を
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
所
内
に
開
設
い
た
し
ま

し
た
，

　
相
談
所
を
利
用
き
れ
た
い
か
た
は
、

相
談
員
、
ま
た
は
身
障
連
事
務
冒
へ
福

祉
事
務
所
手
毬
②
二
一
一
一
内
線
五
六

三
）
に
連
絡
｝
、
・
れ
’
、
、
詳
・
1
4
い
こ
三
を

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
，

▽
相
談
日
胆
毎
週
月
曜
日
、
午
後
一
時

　
～
三
時

▽
相
談
員
1
1
藤
川
荒
太
郎
ふ
、
、
ん
（
平
目

　
8
⑦
一
五
五
四
）

　
　
　
　
　
鈴
木
篤
美
き
ん
（
都
町
貿

　
②
三
八
六
九
）

▽
相
談
所
1
1
本
町
十
番
五
号
、
日
向
市

　
社
会
福
祉
協
議
会
、
8
②
二
五
七
二

新
成
人
者
（
有
権
者
）
の

　
　
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
成
人
式

を
迎
え
る
か
た
の
感
想
文
を
募
集
し
一
、

い
ま
す
。

▼
内
容
一
「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
新

　
曲
人
者
ま
た
は
社
会
人
と
し
て
、
と

　
ノ
＼
に
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に

　
つ
い
て
感
じ
た
り
考
え
て
い
る
こ
と

▼
枚
数
1
1
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
八
枚

▼
応
募
資
格
騨
昭
和
三
十
一
年
四
月
二

　
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ナ
、

　
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
日
向
市
の

　
或
人
式
に
参
加
す
る
人

▼
原
稿
締
め
切
り
1
1
昭
和
五
十
↓
年
十

　
二
月
十
五
日
（
水
）

▼
提
出
先
一
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　
課
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

▼
選
考
1
1
応
募
作
品
の
う
ち
か
ら
三
編

　
を
選
び
、
成
人
式
当
日
に
二
編
（
男

　
女
）
を
発
表
し
て
い
た
ゼ
｝
、
・
ま
す
，

▼
賞
品
聴
選
考
さ
れ
た
三
編
に
つ
い
て

　
成
人
式
当
日
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

▼
応
募
上
の
注
意
ほ
応
募
者
の
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
勤
務
先

を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
し
て
く
ゼ
｝
、
・

い
，
　
（
字
数
制
限
外
）

母
親
学
級
の
ご
案
内

　
じ
ょ
う
ぶ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
た
め
に
、
日
向
保
健
所
で
は
次
の
よ

う
な
要
領
で
母
親
学
級
を
十
一
月
か
ら

開
催
い
た
し
ま
す
。

▽
時
間
1
1
毎
月
第
↓
、
二
、
三
、
四
月

　
曜
日
　
（
祝
日
を
除
く
）
午
後
一
時

　
（
学
級
所
要
時
間
は
一
時
間
三
十
分

　
で
す
の
で
時
間
厳
守
の
こ
と
）

▽
場
所
1
1
日
向
保
健
所
二
階
講
堂

▽
内
容
4
第
一
月
曜
日
…
安
産
の
た
b
め

　
　
　
　
に
、
妊
婦
体
操
・
妊
娠
中
の

　
　
　
　
異
常

　
　
　
　
第
二
月
曜
日
…
妊
娠
中
の
栄
・

　
　
　
　
養

　
　
　
　
第
三
月
曜
日
…
出
産
の
準
備
，

　
　
　
　
出
産
の
補
助
動
作
　
　
，

！〃

ご
し
O

、
　
　
●

気
、

　
　
　
　
第
四
月
曜
日
…
お
産
が
す
ん

　
　
　
　
で
か
ら
の
こ
と
、
育
竃
・
お

　
　
　
　
風
呂
の
入
れ
方
・
家
族
計
画

▽
テ
キ
ス
ト
代
n
三
百
円

▽
携
帯
品
匝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

　
具
▽
主
催
一
日
向
保
健
所
（
春
町
一
丁
目

　
四
七
、
無
②
五
↓
つ
こ

福
祉
手
当
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　
こ
の
手
当
は
、
身
体
や
精
神
に
特
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

程
度
の
状
態
に
あ
る
人
に
支
給
↓
・
・
れ
る

も
の
で
す
。

▼
障
害
の
程
度

ω
　
身
体
障
害
開
身
体
障
害
者
手
帳
一

　
級
程
度
の
人

⑧
　
精
神
障
害
1
1
知
能
指
数
二
卜
以
下

　
ま
た
は
同
程
度
に
あ
る
人

▼
制
限
事
項

D
　
日
本
国
民
で
、
老
人
ホ
1
ム
、
精

　
神
算
弱
者
施
設
、
身
体
障
害
者
施
設

　
養
護
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て

　
、
；
、
こ
と

　
ヒ
ヒ
ゆ
ノ
　
し

ω
　
障
害
福
祉
年
金
を
除
く
障
害
年
金

　
や
廃
疾
年
金
な
ど
の
給
付
を
受
け
て

　
、
　
～
、
こ
と

　
，
》
♪
ノ
　
し

▼
支
給
月
額
1
1
五
千
円

　
な
お
、
こ
の
手
当
の
請
求
手
続
き
な

ど
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
福

祉
事
務
所
厚
生
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
、
．電

話
（
紗
二
一
一
一
、
内
線
（
五
六
四
）

レ
＝

一
綾

十
二
月
中

　
5
　
　
日

・
樋
口
病
院
（
蟄
門
川
⑧
一
〇
三
六
）

・
稲
原
医
院
（
蟹
⑨
二
二
〇
九
）

・
吉
田
医
院
（
量
②
四
四
っ
こ

一
　
　
　
－
　
－

一
1
2
　
　
日

・
千
代
田
病
院
（
鐙
⑨
七
＝
一
）

・
柳
田
医
院
（
麓
②
二
九
五
〇
）

・
田
中
病
院
（
紫
門
川
③
一
四
六
六
）

．
似
心
，
一

・
二
木
医
院
（
寒
②
四
四
六
へ
）

・
吉
森
医
院
（
曇
②
四
〇
四
穴
）

・
協
和
病
院
（
量
②
二
八
つ
六
）

　
6
　
　
日

　
2

・
僑
口
医
院
（
蟄
②
二
六
（
－
，
・
、
．
）

・
永
田
医
院
（
鴛
②
三
三
八
八
）

・
田
中
医
院
（
筆
②
二
五
一
五
）

．
－
自
給
日
一

・
渡
辺
病
院
（
量
⑦
一
（
二
一
）

。
鮫
島
医
院
（
働
②
八
一
九
一
）

・
高
木
医
院
（
整
②
四
三
二
）

・
黒
木
医
院
・
（
無
②
六
つ
五
五
）

　
3
0
　
日

一
　
　
へ

・
白
石
導
院
（
竃
門
川
③
二
二
六
五
）

・
山
申
医
院
（
丑
②
二
二
六
六
）

・
此
元
医
院
（
＠
②
五
四
八
へ
）

　
－
　
　
日

　
3

・
松
岡
医
院
（
豊
②
五
四
C
七
）

・
沼
田
医
院
（
到
②
三
七
八
五
V

・
三
ケ
尻
医
院
（
麓
③
五
五
五
七
）

●
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